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第 1 章においては A酸化炭素素苧と仔機マクグ守ネシウムハロゲン化物との反応が常i打温l品品常)圧王の条件件E下でも進行す
ることを示し，その中間生成物を単離確認することにより反応過程を明らかにしたっすなわち，初めに生
成した中間体が活性なためさらに種々のイオン的な反応を行なっていくところの遂次反応であることを明













第 2 編においてはー・酸化炭素と有機金属化合物との反応の特異性に着目し， これを合成化学的な面から
さらに詳細に検討することにより，新しい応用分野を開拓せんとしたの
その結果，圧力常!王，反応温度 70 0C の条件下で有機リチウム化合物と ・酸化炭素とを反応させること
により，対称ケトンの全く新しい合成法が確立されたことを述べたゥ














この論文は有機金属化合物と一酸化炭素との反応を主体と VOOC 以下とくに -70 0C 附近の低温度にお
けるカルボニ Jレ化合物の合成を目的としたものであるの






第 1 篇は 4 章からなり，第 1 章では有機マグヰシウムハライド(グリニアール化合物)第 2 章は有機リ
チウム化合物，第 3 章は有機ナトリウム化合物と一酸化炭素との反応について述べている。
まず RMgX 型のグリニヤール化合物と一酸化炭素との反応では最初o RMgCOX なる中間体を生成し，
乙れが分解するとし， R がフェニノレのときにはフエノーノレ，ジフェニル，ベンズアルデヒド，ベンズヒド
ロール，ベンゾインおよびトリフエニルメタンが生成することを認めている。





め ， C6H5Na とテトラヒドロフランとの配位化合物の中間的生成を推定している口
第 4 章ではマグネシウム， リチウム，ナトリウム化合物の一酸化炭素との反応性の相違に対する著者の
見解を述べている c
第 2 篇は有機リチウム化合物と一酸化炭素の反応による対称ケトンの合成に関するもので ， 3 l)'tからな
り本論文の主体をなすものと考えることができる D
反応は 2 RLi十 3CO→RCOR → 2 LiCO 
のように進行すると考えられ，この反応を-10 0C の温度で行うときには反応生成物が極めて複雑となるが
一70 0C の低温度で行うときには対称ケトンが収率よく得られることを認めてし、る。
すなわち，フェニルリチウムと ー酸化炭素の反応によって55%の収率をもってベンゾフェノンを得， ---~ 












低温特に 70 0C の低温で対称ケトンを合成することに成功したことは，一酸化炭素の反応ならびにその利
用について学術的ならびに工業的に貢献するところが大きいものと考えられる。
よってこの論文は博士論文として価値があるものと認める口
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